





した表面 をsEMで観察 した ところ,複 維 な組織
を呈 してお り,これ らの様相はすべての鋳造鉤に
共通であった。鋳造鉤の暗灰色に変色 した部位を
十分に研摩後,通 法に従い,金 属内部の組織 を現









てCuのピークが検出 され,腐 食 により生成す る
と予測 される硫化銀(Ag2s)は確認 されなかった。
鋳造後,拡 散処 理(700および800℃)を施 した
組織のsEM像か ら,複 雑な組織が消滅 しつつあ
る様子がうかがえた。この処理で過硫酸アンモン
とKCN混合液 に対す る腐食時間は,鋳 造のみ と
比較 して長 くなり耐食性の向上が示唆 された。






















氏 名(本 籍 地)
学位記および番号
学位授与の 日付
学 位 論 文 題 名
論 文 審 査 委 員
論文の内容および審査の要旨
鋳造用金銀パラジウム合金は,種 々の組成のも























700℃および800℃で5分 後急冷)板 状試料 も作
製 した。
試料表面の分析 は次の機器 を使用 した。XMA
については,X-650,(Hitachi製)を使用 し,加
速電圧を20kVとして行った。
